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■ はじめに

　認知症高齢者向けグループホーム（以下、GH）に関す

る既往研究は、豊かな共用空間を有した先駆的事例を対象

としたものや、民家改修型の住宅要素に着目し、住宅要素

が入居者の暮らしにもたらす効果を検証した研究などが

挙げられ、GH の計画手法に有用な知見を数多く得てきた。

　しかしながら、これまで建設されてきた新築型 GH の

多くは、一体的な共用空間と個室群で構成される単調な空

間構成によるものが一般的であり、豊かな施設環境を有し

ているとは言いがたい。こうした新築型 GH の環境をい

かに改善するかが、今後の課題の一つである。

　本研究は、前述した特徴を有する新築型に対して、家具

配置といった簡易な方法で GH の環境を改善するための

指針を得ることを目的とする。

■ 調査概要

　新潟県下の GH205 件に対して、平面図の収集、GH の

運営体制や入居者属性を把握するアンケート調査を実施

し、48 件の回答を得た（回収率 23.4%)。回収図面を元に、

共用空間と個室群、廊下の構成から、中央共用型（38%)・
片側共用型 (33%)、ホール型 (19%) の３タイプに分類した。

　また、廊下の家具・畳スペースの有無などを考慮し、

４事例を選定し、9:00 〜 17:00 間の観察調査を実施した

（2012 年 11 月〜 2013 年１月）。
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■ 家具配置のパターン（表１）

　家具配置のパターンは、リビング、ダイニングが分節

化された LD 分節型 (KJ・WG・HK）と、ダイニングの

みの D 単独型（MY) に分類される。LD 分節型は、ダイ

ニングスペースを多く確保する事例が多いものの、HK の

ように、主となるリビングスペース以外にエントランス

に設けるなどの事例（LD 分節＋ L 分散型）もある。　

■ 家具配置と滞在時間との関係（図１）

　D 単独型の MY は、ダイニングに滞在場所が集中し

ており、D1・D2 の割合は同等である。LD 分節型では、

WG はダイニングに集中しており、座席数の多い D3 の割

合が最も高く、リビングの滞在はほとんどない。一方で、

KJ はダイニング、リビングと、滞在場所が分散している。

HK ではダイニング、リビングに加え、エントランス周り

のリビングも利用されており、MY と比べ、滞在場所がさ

らに分散化している。L、D が分節化されることと、HK
のようにリビングを複数設け、さらに分散させることで、

入居者の居場所が多様化している。一方、WG のように

少人数でしか過ごすことのできないダイニング構成の場

合は、利用がされにくく居場所が D に限定されてしまう。

■ 家具配置と会話数・笑顔数の関係（図２）

　図２は、入居者個々の会話数、笑顔数を合計し、場所

別にみたものである。WG では、会話数は滞在時間の長
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表 1. 調査対象事例概要
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【備考】2ユニットの調査に当たっては、自立度の高いユニットを選択。入居者の平均介護度・延床面積は調査対象ユニットに準ずる。／入居者が利用で
きる家具をグレーで示した。／平面図中の　　　　　は図 1のグラフと対応。D L
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さに比例して増加している。MY では D1・D2 と滞在時

間に大きな違いがないものの、D1 の会話数が多い。D1
は自立度の高い入居者の席が集まっており、そのことが会

話の多さに繋がっている。KJ では滞在時間の高さとは関

係なく、圧倒的に L の会話数が多い。ダイニングでは決

まった入居者同士の居合わせ方＝「話す相手」となるが、

リビングでは、時間帯や活動に応じて居合わせる入居者が

入れ替わっており、この「話す相手」の変化が会話数の多

さに繋がっている。HK では、L2 での滞在時間は L1 と

共用空間と比べると少ないものの、会話数は同等である。

L2 は GH の中で唯一外部と接する空間であり、外部の眺

めをきっかけとして、様々な話題が生まれ、会話の多さに

繋がっている。また、笑顔数は、概して会話数の多さに比

例しており、KJ や HK では特にリビングの空間での発生

が顕著である。このように、座席が固定されやすいダイニ

ングとは別に、活動に応じて居合わせ方が変化するリビン

グを適切に設けることで、会話や笑顔の増加に繋がる。

■ 設えと入居者の行為との関係（図 3)
　図３は、家具と入居者の行為に着目した場面である。

【縁側的空間：場面１】外を眺めながらお茶を飲んでいる

場面である。住宅の縁側のような空間を家具によって設け

ることで、外の眺めをきっかけにした豊かな会話や過ごし

方が生まれている。

【活動の誘発：場面２】本棚からとってきた本を隣の入居

者に手渡す場面である。ダイニングやリビング周りに、入

居者のお気に入りのものや本の置き場を用意する事で、入

居者自らが活動を展開するきっかけが作れる。

【プライベート空間の拡張：場面３】入居者が自室近くの

ソファーでくつろいでいる様子である。個室からの移動の

際に、こうした場所を確保することで、個室の外にプライ

ベートな空間を拡張できる。

【個と集団との調節：場面４】食堂を訪れた入居者が集団

に加わらずに一人で居る場面である。集団から距離を置い

た場所にソファーを置くことで、個と集団との距離を緩や

かに保つといった調節が可能となる。

■ まとめ　

　一般的な新築型のような単調な空間構成であっても、家

具配置によって入居者の過ごし方は大きく異なる。食事の

場となるダイニング、様々な活動の場となるリビングを明

確に分節化すること、多様なリビングを分散配置すること

や、集団や個の過ごし方を多様化させる・主体的な活動を

誘発させる家具配置によって、より豊かな環境へと改善す

ることが可能となる。

注）本稿は、平成 24 年度・新潟工科大学建築学科卒業論文「家具配
置による簡易な高齢者施設の環境改善に向けた研究（米山博規）」を
加筆修正したものである。
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図 2. 家具配置と会話数・笑顔数との関係
4 ：会話数を示す 2 ：笑顔数を示す ※入居者毎の数を合計したもの。数字は回数を示す。
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図３. 家具と過ごし方・行為との関係
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から取り出し手
渡す。もらった
入居者は雑誌を
読み出す。
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 14:45～
食堂でスタッフ
が入居者にお茶
を渡し、個室へ
の帰り際、廊下
のソファーでく
つろぎながら
ゆっくりお茶を
飲む。

WG  14:15~
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グで賑やかに話
す集団に加わら
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腰掛け、みんな
の様子を眺め
る。
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10:10～
お茶の時間にな
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ファーで外の雪
を眺めながらお
茶を飲む。
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図 1. 諸空間における入居者の滞在時間の割合（平均）
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